
可燃ごみ
（2億729万円）

資源ごみ
（6.340万円）

７１．２％

粗大ごみ
（2,024万円）

７.０％

２１.８％
平成２9年度　

２億
９,０９３万円

平成２９年度のごみ歳入歳出決算額

１.7％一般財源
（2億1,355万円）

ごみ袋
販売収入
（6,719万円）

23.1％

古紙・ペットボトル
リサイクル収入

（４５７万円）

粗大ごみ
搬入処理
手数料など
（562万円）

１.６％
平成２9年度　

２億
９,０９３万円

７３.４％

歳 入

歳 出

粗大ごみ
（４１３トン）

可燃ごみ
（7,616トン）

資源ごみ
（1,000トン）

平成２９年度　
９，０２９トン

８４.４％

１１.１％

◆ 金属類
◆ 木類
◆ プラスチック類
◆ ガラス・陶磁器類
◆ ふとん
◆ その他

91 トン

95 トン

106 トン

70 トン

４2トン

9 トン

内訳《粗大ごみ４13トン》内 訳《粗大ごみ４13トン》

◆ ペットボトル・プラスチック製
  容器包装類

◆ 紙・布類
◆ ビン類
◆ 金属類

262トン

493トン

157 トン

88 トン

内訳《資源ごみ１,０00トン》内 訳《資源ごみ１,０00トン》

４.６％

　　２９年度のごみの量は前年度と比

較すると３０３トン増えています。ごみ

の減量のために、分別と削減に引き

続きご協力をお願いします。

●Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース）…ごみになるものを減らす

●Ｒｅｕｓｅ（リユース）…くり返し大事に使う

●Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）…もう一度資源として活用

　の３Ｒの実行で、限りある資源を大切
　にする「ごみのない循環する社会」
　を作っていきましょう。

▼３Ｒでごみのない社会を作りましょう。

平成２９年度のごみ歳入

年間の1人あたりのごみの量と

処理にかかった費用

年間の1人あたりのごみの量と

処理にかかった費用

ごみみの量

●

●●ごみの量ごみの量

　　　　　　　約２７０２７０㎏

●処理にかかった費用処理にかかった費用

　　　　　　　約８，７０６８，７０６円

きちんと分別！

しっかり減量！

平成２９年度のごみ収集処理量

平成平成２９年度の９年度の

ごみのごみの量
と処分費と処分費

平成２９年度の

ごみの量
と処分費

■環境対策課　☎57-8508クローズアップ！クローズアップ！クローズアップ！
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問
地
域
支
援
課　

☎
５
７-

８
５
０
３

問
市
民
保
険
課　

☎
５
７-

８
５
０
６

産
前
産
後
期
間
の

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

●
添
付
書
類

①
出
産
前
に
届
け
出
を
す
る
場
合

　
　

母
子
健
康
手
帳
、
医
療
機
関
が
発
行

し
た
出
産
の
予
定
日
等
の
証
明
書
、そ
の

他
の
出
産
の
予
定
日
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
書
類

②
出
産
後
に
届
け
出
を
す
る
場
合

　
　

出
産
日
が
市
区
町
村
で
確
認
で
き
る

た
め
原
則
不
要
。
た
だ
し
、
被
保
険
者
と

子
が
別
世
帯
の
場
合
は
、
出
産
証
明
書

な
ど
出
産
日
お
よ
び
親
子
関
係
を
明
ら

か
に
す
る
書
類

■
届
出
期
間

　
　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届

出
可
能
で
す
。
速
や
か
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※

届
出
が
で
き
る
の
は

平
成
31
年
４
月
か
ら
に

な
り
ま
す

■
届
出
先

　　

市
民
保
険
課
・
各
支
所

■
免
除
期
間

　
　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
　

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
４
カ
月

前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上
の

出
産
を
い
い
ま
す
（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ

た
方
を
含
み
ま
す
）

※

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た
期

間
は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し
て
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す

■
対
象
と
な
る
方

　
　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
出

産
日
が
平
成
３１
年
２
月
１
日
以
降
の
方

■
申
請
方
法

　
　

申
請
書
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
民
保

険
課
と
各
支
所
の
窓
口
に
備
え
付
け
ま
す
。

ま
た
、平
成
31
年
４
月
以
降
か
ら
は
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
、出
産
前
後
の
一
定
期
間
の
国
民
年
金
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

■
防
犯
灯
設
置
事
業
費
補
助
金

　
　

町
内
会
（
自
治
会
）
な
ど
が
管
理
す

る
防
犯
灯
の
新
設
・
修
繕
に
対
し
て
、

必
要
性
の
高
い
も
の
か
ら
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
対
象
団
体

　　

町
内
会
（
自
治
会
・
協
議
会
）

■
補
助
対
象
事
業
（
灯
具
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
み
）

①
防
犯
灯
の
新
設

②
老
朽
化
し
た
木
柱
を
鋼
柱
に
更
新

③
老
朽
・
災
害
に
よ
る
灯
具
の
取
り
替

え
・
補
修

※

蛍
光
球
・
水
銀
灯
・
白
熱
球
へ
の
取
り
替

え
は
対
象
外

※

木
柱
へ
の
立
て
替
え
は
対
象
外

■
補
助
率…

１００
％
以
内
（
上
限
あ
り
）

※

た
だ
し
、
③
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

替
え
に
対
す
る
補
助
率
は
５０
％
以
内

■
募
集
時
期…

随
時
受
け
付
け

■
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

　
　

町
内
会(

自
治
会)

な
ど
が
管
理
す

る
防
犯
灯
に
限
り
、
古
く
な
っ
た
灯
具

（
蛍
光
灯
、
水
銀
灯
な
ど
）
を
無
料
で

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
し
ま
す
。

※

商
工
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た
装
飾
街

路
灯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

※

す
で
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
っ
て
い
る
灯
具
の
取

り
替
え
は
、
下
記
の
「
防
犯
灯
設
置
事
業
費

補
助
金
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■
対
象
団
体

　　

町
内
会
（
自
治
会
・
協
議
会
）

■
提
出
物

　
　
（
市
が
防
犯
灯
の
位
置
図
を
作
成
し
ま
す
）

①
お
客
様
番
号
お
よ
び
防
犯
灯
数
が
明

記
さ
れ
た
電
気
料
の
領
収
書
（
四
国
電
力

発
行
の
口
座
振
替
済
通
知
書
な
ど
）

②
口
座
引
き
落
と
し
の
場
合
は
通
帳

■
提
出
先
と
期
限

　
　

地
域
支
援
課
へ
６
月
７
日
（
金
）
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 　

市
内
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
、環
境
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。現
在
９
割
の
防
犯
灯
を
、電
気
代
が

安
く
長
持
ち
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
具
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
防
犯
灯
で

エ
コ
な
ま
ち
づ
く
り

支
所

11２０１９.２ 10 ２０１９.２


